
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年 4月から、改正労働施策総合推進法により、職場における「治療と仕事の両立支援」

が事業主の努力義務となります。「病気になったら仕事を辞めなければならない」という不安をな

くし、誰もが安心して力を発揮できる職場づくりを、今から始めていきましょう。 
 
 

病気を抱える労働者の状況 
がん等の病気を抱える労働者の中には、職場の理解や支援体制が十分でなく、就業をあきらめ

てしまうケースが少なくありません。今後、高齢者の就労の増加等を背景に、どの職場でも、病

気を治療しながら仕事をする労働者は増えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「治療と仕事の両立支援」とは？  

皆さんの職場に、がんなどの大きな病気を抱えながら働いている方はいらっしゃいませんか。 両

立支援とは、病気を抱える労働者が治療を受けながら安心して働き続けられるよう、会社側が相談

に乗り、適切な配慮や調整を行う取り組みのことです。 

 

なぜ、今取り組むのか？ 
「病気になったら辞めるのが当たり前」という時代は終わりつつあります。 

進む高齢化と 

労働環境の変化 

高齢者の就労が増える中、どの職場でも病気を抱えながら働く方は 

今後さらに増えていく。 

治療離職を 

防ぐために 

せっかくの貴重な人材が、職場の理解不足や体制が整っていないために 

仕事をあきらめてしまうのは、企業にとっても大きな損失となる。 

企業の成長へ 
支援に力を入れることは、社員全体の安心感やモチベーションを高め、 

結果として生産性の向上や企業の成長にもつながる。 

離職

20.7％

勤務継続

78.3％

休職 1.0％
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大きな病気※1になると離職してしまう人がいる 

           

治療 療 に  するため

仕事を続ける  がなくなった

会社や  に

  をかけると った 人    

治療と  に  な

休みをとることが しかった

大きな病気※1により、退職した主な理由 

※1がん、心疾患、脳血管疾患、肝炎、糖尿病、 病 ※2依頼退職、退職勧奨、解雇など 

労働参考：労働者健康安全機構「BLACKJACK 治療と仕事の両立支援ナビ 」 

※2 



具体的な始め方は？～安心できる土台づくりが重 ～ 
最初に、代表が「病気になっても支援する」という方針を明確に示し、社員の安心感を生むこと

が大切です。併せて、「困ったときは誰に言えばいいか」という相談窓口をはっきりさせておきま

しょう。その上で、時 単位の有休や時差出勤、テレワークといった、通院しながらでも働きやす

い柔軟な制度を整えていくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両立支援のスタートは労働者が企業に「申し出」することから始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～③の情報のやり取りにあたってはガイドラインの「様式例」を活用できます。 

＼ホームページからガイドラインをダウンロードできます／ 
厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

悩んだ時は… 門家の力を借りて進めましょう 
当院にご相談いただくことも可能です。また、公的なサポートも積極的に活用しましょう！ 

産業保健総合支援センター 

(産保センター) 

保健師や社労士などの 門スタッフによる個別調整の支援が 

無料で受けられる。 

両立支援ナビ 
厚生労働省のポータルサイトには、指針に沿った実践的な 

ガイダンスや他社の取組事例が掲載されている。 

   

井上病院附属診療所 健診センター 文責： 保健師 家城 美波 
 

両立支援を行うための 

休暇 勤務制度の例 

 
●時 単位の有給休暇 

●傷病休暇、病気休暇 

●フレックス制度 
●短時 勤務 

●在宅勤務 テレワーク  
●試し出勤 

休暇 
制度 

勤務 
制度 

治療と仕事の両立のためにあると良い制度 配慮 

 治療と仕事の両立支援制度が整っていること……43.2％ 
 
通院治療のための休暇取得をしやすくすること…41.8％ 
 
入院 治療等に対応した 

長期の休職 休暇がとりやすいこと………………40.9％ 
 
職場 上司    の協力…………………………39.7％ 

 
疾患 後遺症含む に対する職場の理解…………31.9％ 

 複数回答：上位 5  

労働参考：労働者健康安全機構「BLACKJACK 治療と仕事の両立支援ナビ 」 

❶勤務情報の提供 

❷意見書 

❸両立支援プラン  
職場復帰支援プランの作成 

相 談 

申し出 

主治医 
労働者 
(患者) 企 業 

 
進め方に困ったときは 
公的なサポートも 
積極的に 
活用しましょう！ 

①労働者から、 
主治医に対して、 
業務内容等を記載した 
書面を提供 

③職場における両立支援の検討と実施 
 
企業は、主治医、産業医等の意見を勘案し、 
労働者本人と十分に話し合った上で、 
就業器続の可否、具体的な措置(作業転換等)や 
配慮(通院時 の確保等)の内容を決定 実施 
 
※「両立支援プラン」の作成が望ましい 

両立支援を 
希望する 
労働者からの 
相談 

②主治医が、就業継続の 
可否や就業上の措置、 
治療への配慮等について 
意見書を作成 

両立支援の進め方 
 

～両立支援の為の情報のやりとり～ 
 

 産業等の意見  


